
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

の

訂

正

〃

目

次

担

当

課

（

室

）

【

告

示

】

○

優

良

図

書

の

推

奨

男

女

共

同

参

画

青

少

年

課

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

○

身

体

障

害

者

手

帳

交

付

の

た

め

の

診

断

を

す

る

障

害

福

祉

課

医

師

の

指

定

及

び

辞

退

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

○

特

定

計

量

器

定

期

検

査

産

業

企

画

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

の

指

定

の

解

除

防

災

砂

防

課

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

等

の

指

定

〃

【

公

告

】

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

の

完

了

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

岡

山

県

公

報

平成２９年７月２８日 第１１９０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

）

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

（

第
七
条
の
規
定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る。

、

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

番
号

図
書

名
著

者
発

行
所

対
象

１
地

震
が

き
た

ら
ど

う
す

れ
ば

い
い

の
？

あ
か

ぎ
か

ん
こ

作
埼

玉
福

祉
会

幼
児

ｍ
ｉ

ｔ
ｔ

ｙ
絵

２
は

ま
べ

で
ひ

ろ
っ

た
よ

岩
間

史
朗

写
真

ひ
さ

か
た

チ
ャ

イ
ル

ド
小

学
生

（
低

）

池
田

等
監

修

大
久

保
茂

徳
監

修

３
も

の
の

け
の

家
ほ

り
か

わ
ま

り
こ

作
偕

成
社

〃
（

低
）

４
ど

う
ぶ

つ
た

ち
が

ね
む

る
と

き
イ

ジ
ー

・
ド

ヴ
ォ

ジ
ャ

ー
ク

作
偕

成
社

〃
（

低
）

マ
リ

エ
・

シ
ュ

ト
ゥ

ン
プ

フ
ォ

ヴ
ァ

ー
絵

木
村

有
子

訳

５
ど

う
ぶ

つ
園

の
じ

ゅ
う

い
ぜ

つ
め

つ
か

ら
す

く
う

し
ご

と
植

田
美

弥
監

修
金

の
星

社
〃

（
中

）

６
靴

屋
の

タ
ス

ケ
さ

ん
角

野
栄

子
作

偕
成

社
〃

（
中

）

森
環

絵

７
う

ち
っ

て
や

っ
ぱ

り
な

ん
か

へ
ん

？
ト

ー
リ

ル
・

コ
ー

ヴ
ェ

作
偕

成
社

〃
（

中
）

青
木

順
子

訳

８
ジ

ャ
ン

ケ
ン

の
神

さ
ま

く
す

の
き

し
げ

の
り

作
小

学
館

〃
（

中
）

岡
田

よ
し

た
か

絵

９
こ

ん
と

ん
じ

い
ち

ゃ
ん

の
裏

庭
村

上
し

い
こ

作
小

学
館

中
学

生

１
０

八
月

の
光

失
わ

れ
た

声
に

耳
を

す
ま

せ
て

朽
木

祥
作

小
学

館
〃

平成２９年７月２８日　岡山県公報　第１１９０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

）

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

（

第
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

、

。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番
号

種
別

名
称

発
行

者
等

１
季

刊
誌

姉
ａ

ｙ
ａ

夏
号

宙
出

版

２
月

刊
誌

恋
愛

白
書

パ
ス

テ
ル

８
月

号
宙

出
版

３
〃

実
話

ナ
ッ

ク
ル

ズ
８

月
号

ミ
リ

オ
ン

出
版

平成２９年７月２８日　岡山県公報　第１１９０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
号

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
た
め
の
診
断
を
す
る
医
師
を
平
成
二
十
九
年
七
月
十
八
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

ま
た
、
同
項
の
指
定
を
受
け
た
次
の
医
師
に
つ
い
て
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
し
た
医
師

指
定
医
師
名

診

療

科

目

医
療
機
関
の
名
称

所

在

地

田

中

克

樹

視
覚

田
中
眼
科
医
院

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
三
二
三
五－

一

山

崎

広

一

肢
体
不
自
由

笠
岡
第
一
病
院

笠
岡
市
横
島
一
九
四
五

小

谷

一

敏

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
、
小
腸

笠
岡
第
一
病
院

笠
岡
市
横
島
一
九
四
五

紙

谷

晋

吾

肢
体
不
自
由

成
羽
病
院

高
梁
市
成
羽
町
下
原
三
〇
一

藤

原

洋

平

肢
体
不
自
由

成
羽
病
院

高
梁
市
成
羽
町
下
原
三
〇
一

二

指
定
を
辞
退
し
た
医
師

指
定
医
師
名

診

療

科

目

医
療
機
関
の
名
称

所

在

地

山

﨑

浩

子

腎
臓

高
梁
中
央
病
院

高
梁
市
南
町
五
三

薬
師
寺

宏

ぼ
う
こ
う
・
直
腸

笠
岡
第
一
病
院

笠
岡
市
横
島
一
九
四
五

修
多
羅

正

道

肢
体
不
自
由
、
平
衡

郷
奉
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
園

津
山
市
北
園
町
四
〇－

一
二

平成２９年７月２８日　岡山県公報　第１１９０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

小
川
器
械
株
式
会
社

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
北
園
町
一
〇
番
地
九

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

小
川
器
械
株
式
会
社

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
北
園
町
一
〇
番
地
九

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
三
〇
〇
四
八
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

福
祉
用
具
貸
与

特
定
福
祉
用
具
販
売

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

２

所
在
地

平成２９年７月２８日　岡山県公報　第１１９０９号



岡
山
県
津
山
市
上
野
田
一
〇
〇
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
ア
ッ
プ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
上
野
田
一
〇
〇
番
地

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
三
六
〇
〇
一
七
四

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

介
護
予
防
訪
問
介
護

平成２９年７月２８日　岡山県公報　第１１９０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
に
係
る
定

期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
は
、
ひ
ょ
う
量
が
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
非
自
動
は
か
り
（
計

量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）
、
分
銅
及
び
お
も
り
と
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
場
所
及
び
期
日

区

域

場

所

期

日

高
梁
市

び
ほ
く
農
協
有
漢
主
幹
支
店

平
成
二
十
九
年

一
〇:

三
〇
～

九
月

四
日

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

川
面
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

〃

五
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

宇
治
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

〃

六
日

一
〇:
三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:
〇
〇

や
す
ら
ぎ
の
里
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

〃

七
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〃

八
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術
館

〃

十
一
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

高
梁
市
役
所
一
階
市
民
ホ
ー
ル

〃

十
二
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

十
三
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

十
四
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

平成２９年７月２８日　岡山県公報　第１１９０９号



一
五:

〇
〇

二

実
施
機
関

岡
山
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会

平成２９年７月２８日　岡山県公報　第１１９０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

市
場
青
木
線

三

道
路
の
区
域

区

域

新
旧

幅

員

延

長

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成
字
土
井
四
〇
四
〇
番
一

地
先
か
ら

新

六
・
〇
～

三
四
〇
・
〇

小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成
字
土
井
四
〇
二
九
番
一

二
〇
・
〇

地
先
ま
で

小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成
字
土
井
四
〇
四
〇
番
一

地
先
か
ら

旧

二
・
〇
～

三
四
〇
・
〇

小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成
字
土
井
四
〇
二
九
番
一

一
七
・
〇

地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

北
木
島
線

三

道
路
の
区
域

区

域

新
旧

幅

員

延

長

平成２９年７月２８日　岡山県公報　第１１９０９号



別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

笠
岡
市
北
木
島
町
字
玉
立
一
〇
四
〇
七
番
一
三

地
先
か
ら

笠
岡
市
北
木
島
町
字
玉
立
一
〇
四
〇
七
番
一
〇

新

六
・
二
～

四
二
七
・
〇

地
先
を
経
て

二
二
・
〇

笠
岡
市
北
木
島
町
字
上
松
原
一
〇
九
〇
六
番
一

七
地
先
ま
で

笠
岡
市
北
木
島
町
字
玉
立
一
〇
四
〇
七
番
一
三

地
先
か
ら

三
・
一
～

四
〇
九
・
〇

笠
岡
市
北
木
島
町
字
上
松
原
一
〇
九
〇
六
番
一

二
六
・
〇

七
地
先
ま
で

笠
岡
市
北
木
島
町
字
玉
立
一
〇
四
〇
七
番
一
三

旧

地
先
か
ら

笠
岡
市
北
木
島
町
字
玉
立
一
〇
四
〇
七
番
一
〇

六
・
二
～

四
二
七
・
〇

地
先
を
経
て

二
二
・
〇

笠
岡
市
北
木
島
町
字
上
松
原
一
〇
九
〇
六
番
一

七
地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

大
篠
津
山
停
車
場
線

三

道
路
の
区
域

区

域

新
旧

幅

員

延

長

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

津
山
市
籾
保
字
郷
尾
六
八
番
地
先
か
ら

新

一
三
・
〇
～

四
三
〇
・
〇
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津
山
市
籾
保
字
矢
峪
四
四
四
番
一
地
先
ま
で

三
八
・
九

津
山
市
籾
保
字
郷
尾
六
八
番
地
先
か
ら

旧

五
・
〇
～

四
三
〇
・
〇

津
山
市
籾
保
字
矢
峪
四
四
四
番
一
地
先
ま
で

三
六
・
九

平成２９年７月２８日　岡山県公報　第１１９０９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

路

線

名

区

間

供

用

開

始

種

類

年

月

日

県
道

市
場
青
木
線

小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成
字
土
井
四
〇
四
〇
番
一
地
先

平
成
二
十
九

か
ら

年
七
月
二
十

小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成
字
土
井
四
〇
二
九
番
一
地
先

八
日

ま
で

大
篠
津
山
停

津
山
市
籾
保
字
郷
尾
六
八
番
地
先
か
ら

車
場
線

津
山
市
籾
保
字
矢
峪
四
四
四
番
一
地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
高
梁
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を

次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
を
解
除
す
る

な
る
自
然
現
象
の
種
類

区
域

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

平成２９年７月２８日　岡山県公報　第１１９０９号



二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て
、
「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

県
備
中
県
民
局
建
設
部
高
梁
地
域
設
計
審
査
班
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
高
梁

市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す

る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
砂
災
害
警
戒
区
域

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域
及
び
法

な
る
自
然
現
象
の
種
類

第
九
条
第
二
項
括
弧

書
に
規
定
す
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
に

お
け
る
土
砂
災
害
防

止
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
十
三
年
政
令

第
八
十
四
号
）
で
定

め
る
衝
撃
に
関
す
る

事
項

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
下
切
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
玉
〇
一
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
玉
川
町
増
原
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て
、
「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

県
備
中
県
民
局
建
設
部
高
梁
地
域
設
計
審
査
班
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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〔
三
二
四
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

終

了

年

月

日

倉
敷
市
及
び
総
社
市

公
共
測
量
（
航
空
写
真
撮
影
）

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

全
域
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〔
三
二
五
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番

号

道

路

の

位

置

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

指

定

年

月

日

（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

岡
山
県
指
令
備
中
局

浅
口
市
鴨
方
町
益
坂
字
池
田
一
四
四
七
番

六
・
〇
〇

七
一
・
二
四

建
第
二
〇
一
五
号

九
、
一
四
四
七
番
九
地
先
道

平
成
二
十
九
年
七
月

二
十
一
日
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〔
三
二
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
小
寺
字
平
山
一
三
一
七－

四
、
一
三
一
七－

五

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
円
城
三
一
六

角
田

大
希

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
二
号
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

天

皇

同

志

会

石

川

悠

熱

田

潔

司

岡
山
市
東
区
久
保
三
三
五－

七

平
成
二
九
・

六
・
一
三

平成２９年７月２８日　岡山県公報　第１１９０９号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
岡
山
県
建
設
業

村

社

勝

会
計
責
任
者
の
氏
名

矢

野

茂

利

中

野

英

二

平
成
二
九
・

六
・

一

支
部

自
由
民
主
党
岡
山
県
ト
ラ
ッ

遠

藤

俊

夫

代
表
者
の
氏
名

遠

藤

俊

夫

壷

坂

須
美
男

〃

六
・
一
六

ク
支
部

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

西

田

末

廣

田

中

明

夫

〃

〃

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

い
い
づ
な
洋
平
後
援
会

飯

綱

洋

平

代
表
者
の
氏
名

飯

綱

洋

平

宗

本

康

紀

平
成
二
九
・

五
・

一

岡
山
県
建
設
政
治
連
盟

村

社

勝

会
計
責
任
者
の
氏
名

矢

野

茂

利

中

野

英

二

〃

六
・

一

岡
山
県
建
築
士
事
務
所
政
経

宮

﨑

勝

秀

〃

中

村

浩

巳

居

森

正

而

〃

〃

研
究
会

岡
山
県
歯
科
技
工
士
連
盟

難

波

秋

広

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
本
町
六－

三
六
第
一
セ
ン
ト
ラ
ル

笠
岡
市
中
央
町
三
三－

四
大
橋
ビ
ル

〃

六
・
一
二

ビ
ル
４
Ｆ

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

難

波

秋

広

木

下

英

志

〃

〃

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

石

井

秀

明

嶋

池

豊

〃

〃

岡
山
県
獣
医
師
連
盟

中

村

金

一

政
治
団
体
の
名
称

岡
山
県
獣
医
師
連
盟

岡
山
県
獣
医
師
政
治
連
盟

〃

五
・
二
九

岡
山
県
中
小
企
業
政
治
協
議

晝

田

眞

三

代
表
者
の
氏
名

晝

田

眞

三

武

田

修

一

平
成
二
八
・

六
・
二
三

会

平成２９年７月２８日　岡山県公報　第１１９０９号



岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
政
治
連
盟

遠

藤

俊

夫

〃

遠

藤

俊

夫

壷

坂

須
美
男

平
成
二
九
・

六
・
一
六

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

西

田

末

廣

田

中

明

夫

〃

〃

岡
山
県
遊
技
業
政
治
連
盟

千

原

行

喜

〃

髙

見

浩

三

遠

部

勇

治

〃

〃

岡
山
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政

武

田

五

男

代
表
者
の
氏
名

武

田

五

男

高

上

征

夫

〃

五
・
二
五

治
連
盟

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

小

川

昌

作

宮

下

正

晴

〃

〃

片
岡
し
げ
お
後
援
会

難

波

作

吉

代
表
者
の
氏
名

難

波

作

吉

片

山

松

夫

〃

六
・
二
六

久
徳
大
輔
後
援
会

谷

本

明

久

〃

谷

本

明

久

柳

井

正

昭

〃

六
・
二
七

税
理
士
に
よ
る
平
沼
赳
夫
後

神

﨑

信

輔

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

津
山
市
志
戸
部
六
四
七－

九

津
山
市
大
手
町
八－

一
一
大
手
町
ビ
ル
三
階

〃

四
・
二
一

援
会

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

神

﨑

信

輔

浅

野

幹

夫

〃

〃

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

神

﨑

信

輔

浅

野

幹

夫

〃

〃

日
本
薬
業
政
治
連
盟
岡
山
県

兒

嶋

俊

和

代
表
者
の
氏
名

兒

嶋

俊

和

久

米

敏

彦

〃

六
・

六

支
部
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

石
田
よ
し
お
後
援
会

上

岡

實

平
成
二
九
・

六
・
二
六

片
山
剛
後
援
会

山

本

恒

治

〃

五
・
三
一

佐
野
た
か
し
後
援
会

平

松

真
太
郎

〃

〃

宮
田
精
一
後
援
会

宮

田

修

治

〃

五
・
二
六
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
に
つ
い
て
、
自
由
民
主
党
岡
山
県
自
治
振
興
支
部
か
ら
訂
正
の
申
出
が
あ
っ
た

の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
た
政
治
団
体
の
代
表
者
等
の
異
動
（
平
成
七
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

自
由
民
主
党
岡
山
県
自
治
振
興
支
部
の
う
ち
「
加

計

孝
太
郎
」
を
「
加

計

晃
太
郎
」
に
改
め
る
。
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